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国民とともに進む。

　３月２６日、民進党栃木県連は宇都宮市内にて約２００名の代
議員参集のもと「民進党栃木県総支部連合会 第２回定期大会」
を開催しました。
　

　代表あいさつに立った
福田昭夫県連代表は、
森友学園問題で国会を混
乱させている安倍首相を
批判し、「安倍政権には
一刻も早く退陣をしてもら
う」と引き続き厳しく追及
していく姿勢を示しまし
た。また「衆議院総選挙

はいつ行われてもおかしくない。地方選挙で多くの仲間を増やし、
国政選挙への力をつけなければならない」と述べ、「国民の幸
せのため、日本の明るい未来をつくるため、政治の流れを変え
るために政権交代可能な組織をつくる」と決意を語りました。
　
　当日は、約１０名のご来賓にお越
しいただき、鈴木誠一栃木県副知
事、加藤剛連合栃木会長、業界団
体の代表者の方々からご祝辞をい
ただきました。
　また、本部を代表して玉木雄一
郎幹事長代理が来県されました。
民進党の『森友学園調査チーム』の
メンバーでもある玉木幹事長代理
は、森友学園の国有地払下げ問題
を「国家の在り方に対する本質的な
問題」と指摘し、「二大政党的な仕
組みを作り、緊張感のある政治を
行わなければ国民が報われない」と訴えました。
　民進党のこれからの政策として①社会保障の充実、②地方の
活性化、③税金の無駄遣いの排除、の３つを挙げ、「わかりや
すい政策を提案し、政権を担える政党に生まれ変わる」と強調し
ました。そしていつ行われてもおかしくない衆議院選挙に向け、
党員・サポーターへ更なる支援を呼びかけました。

　昨年の活動報告と本年の活動計画の提案に登壇した松井正
一県連幹事長は「安倍政権によって民主主義と日本の未来が奪
われようとしている」と現政権の国会運営を非難しました。また
県内においても塩谷町における指定廃棄物最終処分場問題や
宇都宮市の次世代型路面電車（ＬＲＴ）事業など民意不在の課
題が山積していることを指摘し、「国民、県民を軽視した行政
運営を看過することなく、共生社会の実現に向け、私たちの手で
改革していく」と決意を述べました。

　今後行われる衆議院議員総選挙に挑む３名の公認候補予定
者、栃木第１区・柏倉祐司、栃木第２区・福田昭夫、栃木第４区・
藤岡隆雄が力強く意気込みを語りました。加えて、４月に行われた
自治体議員選挙の候補者も登壇し、支援を求めました。

　大会最後に、栃木県連の結束と衆議院議員総選挙および自治
体議員選挙全
員の必勝に向
けた『頑張ろう
三唱』を参加し
た党員・サポー
ターとともに行
い、幕を閉めま
した。
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あいさつに立つ福田昭夫県連代表 出席者全員での「頑張ろう三唱」

本部代表としてあいさつする
玉木雄一郎民進党幹事長代理

「民進党栃木県総支部連合会 第２回定期大会」開催

出席する県連役員と代議員
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こんなにも恐ろしい「共謀罪」
テロ対策？ オリンピックのため？ すべて詭弁です!

　犯罪を計画・合意することそれ自体を犯罪と捉え、実行に移
さなくても処罰するというものです。テロ対策とは関係なく話し
合い、合意した場合に共謀行為として処罰されます。その対象
となる犯罪は実に277。法律のありかたや捜査方法を根底か
ら変えることになります。共謀罪法案は、これまでに３度国会に
提出されていますが、余りにも処罰範囲が広がり過ぎるという批
判が強く、いずれも廃案になりました。
　今回、政府は「テロ等準備罪」と名称を変え
国民を欺こうとしていますが、過去に廃案となっ
た「共謀罪」と本質は何も変わっていません。
　法律案には、「テロリスト集団等の組織犯罪
集団」と書いてあります。しかし、「テロリスト集団
等の」という言葉は、もともと入っておらず、国会に提出する直前
に書き加えられたのです。つけ加えた「テロリスト集団」も例示
にすぎないと現法務大臣は国会で答弁しました。つまり、「テロ
対策」はただの飾りであり、結局、「テロ等準備罪」と呼び名を
付けてみても、以前の「共謀罪」と何も変わらないのです。

　政府は、様 な々批判を受け「実行準備行為がないと処罰でき
ない」と修正を加えましたが、「実行準備行為」を１人でも行えば、
その他大勢の人たちは共謀だけで処罰されます。実際は処罰さ
れなくても、そのように疑われれば逮捕や尾行などの捜査の対
象となります。
　また大臣は、「一般市民も対象になる」と答弁を一変させました。
　さらに恐ろしいのは、この「準備行為」は限定されていないの
で、ＡＴＭでお金をおろす、お店で工具を買う、電車に乗るなど、
捜査機関の判断で日常的な行動が全て「準備行為」になり得て
しまうのです。

　政府は、テロ対策のために共謀罪が必要と繰り返しています。
「現行法上対処できないと考えられる事案」という事例を挙げま
したが、それらのほとんどは現行法で処罰できますし、もし準
備段階での処罰が必要なら、未遂罪を１つ作れば済むことです。
最近では、法務省は新たな「対処できない事案」を示すこともで
きません。277もの罪を「準備」以前の段階で処罰する共謀罪
をつくる理由などないのです。

共謀罪があなたの生活を監視する
共謀罪がもたらす一番の恐怖は「日本が監視社会にな
る」ことです。
　この法律で罪とする「共謀」、すなわち犯罪の計画・相談が
あるかどうかを把握しようとした際には、盗聴や尾行など行動
の監視が必要になるのです。際限もなく拡大解釈された捜査に

ブレーキは効かなくなり、メールやＳＮＳなども含めあらゆる会話
や通信内容が捜査対象とされる可能性があるのです。

なぜこんなにも国民が反対する法案なのに
あいまいなまま成立を急ぐの？
　安倍総理は決まって、マフィアや暴力団が行うマネーロンダリ
ングや人身売買を処罰することを目的とした国際組織犯罪防止
条約（ＴＯＣ条約）に従って法整備をしなければオリンピックが
開催できないと言います。しかし、この条約はテロ対策とは全
く関係がありませんし、条約締結が開催条件でもありません。
オリンピックに便乗した安倍総理の強引で非論理的主張でしか
ないのです。

　政府にとって厄介と思われる市民運動や労働運動、各種団
体活動を抑制することにあるのではないでしょうか。
　「つもり」の時点で処罰されるとなれば誰も本当のことをしゃ
べらなくなり、活動への参加を自粛し、仲間を警戒する社会に
なってしまいます。

　当初、天皇制や私有財産を否定する団体だけを取り締まり対
象としていたが、結局は全ての国民を監視対象にして言論や内
心の自由を奪った「治安維持法」。お互いに監視しあう社会を再
びつくろうとしています。
　成立までの当時の政府答弁と「共謀罪」に関する現閣僚の答
弁内容も極めて類似
しています。同じ過
ちを繰り返す
ことは絶対
に許されま
せん。

いま、全国の法学者、弁護士の
多くが「共謀罪」について反対声明を出しています。
いま、全国で「共謀罪」の廃案を求める声が党派を超えてあ
がっています。

自分が何か発言したら、それが相手からどのように利用され
るかわからない・・
お互いが疑心暗鬼になる社会・・
そんな社会を皆さんは望みますか？
危険性だけを含んだ「共謀罪」。あなたの会話が、言動が、
そして心の中が監視される前に立ち上がる時が来ています。

■そもそも「共謀罪」って？

■本当に一般市民は関係ないの？

■共謀罪の真の狙いは？

■なぜこんなにも国民が反対する法案なのに
　あいまいなまま成立を急ぐの？

■共謀罪があなたの生活を監視する
　共謀罪がもたらす一番の恐怖は「日本が監視社会
　になる」ことです。

■本当にテロ対策なの？

■戦前の「治安維持法」と類似する？！

決してテロ集団や組織的犯罪集団だけが対象ではありません。
いつかあなたも標的に・・・

過半数以上の国民が反対する「共謀罪」を安倍政権は強行採決…
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　日頃よりご支援ありがとうございます。
　2年前より「今年は勝負の年」と言い続けて来ましたが、今年こそ
は本当に勝負の年となります。「政治は数」を思い知らされた日々 でし
たが、その弊害そして二大政党制の必要性も痛感しながら活動して
参りました。党勢は芳しくありませんが、逆境で頂いた支持こそが自
身の血となり骨となっていくはずです。栃木1区の地固め、支持拡大
に怠りなき様、一日一日丁寧に励んで参りますので引き続きのご支援
よろしくお願い致します。

　2017年は、4月末までに日光市足尾地区・鹿沼市千渡地区・塩谷
町・さくら市と、４回の国政報告会を開催しました。
　内容は、政治課題として、日銀の黒田総裁による異次元の金融緩
和によって日銀破綻をまねくリスクが増大していること、そして、自由貿
易とは名ばかりで実態は大企業・投資家による管理貿易となってい
るＴＰＰの恐ろしさを訴え、アベノミクスとＴＰＰをぶった切るお話をさせ
ていただきました。
　さらに、今国会の環境委員会、総務委員会をはじめ５つの委員会

で、放射性指定廃棄物の現状や
エコシティ宇都宮の国庫補助金返
還事件の控訴審判決、さらにはＬ
ＲＴ事業の脱法行為などに関して
既に15回の質問に立ち、政府の
あいまいな姿勢を追及しました。
　引き続き、野党の役割である
チェック機能を果たすため、鋭く、
厳しく、糺

ただ

していきます。

　この度は、党員・サポーターのご登録を賜り、心から感謝いたします。
最近も地域を挨拶にまわっておりますが、改めて与党で吸い上げられて
いない沢山の声があることを感じます。中山間地域ではイノシシ被害に
苦しむ声、将来の不安や雇用に悩み結婚が難しくなっている現実、正
社員の職が得られない、保育園に入れないなど多くの厳しい現実を目
の当たりにしております。地域に目が向き、地域に人が集まる日本を目
指して、一身を捧げて頑張りますのでご指導賜れれば幸いです。

鹿沼市、日光市、さくら市、
宇都宮市（旧上河内町、旧河内町の区域）、
栃木市（旧西方町の区域）、塩谷町、高根沢町

福
ふ く

田
だ

あきお
民進党栃木県連代表
衆議院議員

栃木2区

宇都宮市（旧宇都宮市の区域）、
下野市（旧南河内町の区域）、上三川町

柏
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倉
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ゆうじ
民進党栃木県連副代表
前衆議院議員・医師

栃木1区

小山市、真岡市、下野市（旧石橋町、 旧国分寺町の区域）、益子町、茂木町、市貝町、芳賀町、
野木町、壬生町、栃木市（旧大平町、旧岩舟町、旧藤岡町、旧都賀町の区域）

藤
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民進党栃木県連副代表
民進党衆議院栃木県第4区総支部長　

栃木4区

2017年6月1日（3） 

前衆議院議員・医師

宇都宮市内各所で行っている朝街宣 学生に向けた医療講座

地域でのあいさつ回り定期的な街頭演説活動

道の駅－湧水の郷 しおや－（塩谷町）にて

千渡公民館
（鹿沼市）にて

総 支 部 長 の 活 動
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●日　時：8月19日（土）午前10時から
●場　所：コンセーレ・大ホール
 （宇都宮市駒生1-1-6　TEL 028-624-1417）

●講　師：山尾志桜里衆議院議員
●内　容： 「待機児童、子育て支援、働きながら子育てをする

こと」をテーマに、山尾議員が講演を行います。

●入場料：無料

●託　児： 未就学児対象。要予約です。事前にお申し込み
ください。（TEL028-627-1700）

「民進党栃木県総支部連合会」に
をお願いします 検索民進党栃木

http://www.dp-tochigi.jp

　2017年党員・サポーター登録にご協力いただき誠に有難うございました。また、日頃より民進党に
ご支援いただき重ねて御礼申し上げます。
　本年5月末日に登録されました栃木県連党員・サポーターは3,868名でした。
　未だ、民進党の情勢は大変厳しいですが、私たちは、全ての人が居場所と出番のある社会を目指し、
民進党の基本理念に基づく各種政策を実現するために邁進していきます。
　今後ともご支援ご支持賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

2017年
党員・サポーター登録
ご協力有難うございました

民進党女性議員ネットワーク会議北関東ブロック主催　　　　　　民進党女性議員ネットワーク会議北関東ブロック主催　　　　　　

自治体議員選挙 ４月に各地域で行われた「自治体議員選挙」において、
民進党栃木県連公認・推薦等候補、3名全員が当選を果たすことができました。
この間の皆さまからの絶大なるご支援、ご協力に厚く御礼申し上げます。
今後も皆さまからの声に耳を傾け、地域の活性化のために全力を尽くします。
引き続きのご支持、ご支援をお願い申し上げます。

自治体議員選挙　党公認・推薦等候補　選挙結果　※記載年齢は選挙告示時

推薦

早川貴光さん（37歳）
（はやかわ・たかみつ）

1,662票・1期目

当選

4月2日告示、9日投開票
投票率51.09%

佐野市議会議員選挙

公認

篠 原　操さん（62歳）
（しのはら・みさお）

340票・1期目

当選

4月11日告示、16日投開票
投票率73.79%

塩谷町議会議員選挙

当 選 御 礼

眞壁俊郎さん（58歳）
（まかべ・としろう）

1,806票・4期目

当選

4月16日告示、23日投開票
投票率47.57%

那須塩原市議会議員選挙

県連役員

※ 国会情勢により講師・講演内容を急きょ変更する場合もあります。
　予めご了承ください。

　若者のため、子どもとママのため、働く女性のため、そして
非正規労働で働く女性や若者、子育て中のカップル、学生など、
次の世代のための政治課題を探る取り組みとして、蓮舫代表に
よるキャンペーン「FOR NEXT」をスタートしました。
　女性として初の代表である蓮舫代表が、党所属国会議員や
自治体議員と連携し、各地でさまざまな取り組みを行っている
女性やキーパーソンの皆さんと交流・視察を行い、ネットワー
クづくりに取り組くむとともに、そこから見えてきた課題を民
進党の政策や活動に反映していきます。

「FOR NEXT」キャンペーンとは…

「聞きたい！  知りたい！  伝えたい！
　　山尾志桜里さんとわいわいトーク」

すべては
次世代のために

（4）定期号（通常号） 2017年6月1日


